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砂技術解説
リバティーと第 1次世界大戦期の水冷航空発動機(中)
































































































































された.“イーグル.(OHC 600 V 12)は1916年
の試作完成以来， 225 HP /1 800 rpm (101. 6 x 
146.05 mm)から'17年の田形350HP /1 800 rpm 






















































ア [Napier& Son， Ltd.英]が航空発動機製造事
業参入を果たした処女作である.かの“ライオ
ン" (DOHC 600 W-12139.7 x 142.875 mm， e: 
































登場し， 8323基製造された“H形"(9008 V-140 




















スパッドVll， X 1I， 20 (“エルブモン")および27
形戦闘機，スパッドXI形複座偵察機，スパッド
“エルブモン"水上機などに，イギリスでは王立




















































ベンツ (Benz& Cie. )は 1912年の DVL(Deut-
schen Versuchsanstalt fur Luftfahlt :ドイツ航空




を獲得した.これを 6気筒化した実用機 (150PS 
/1 300 rpm. ， 1. 6 kg/PS)は， 13年以降， 2945 
基製造された.第 1次大戦中， 4弁式の BzIII形
(6ト140x 190 mm， 180 PS)， BzN形 (6ト145x 





























(Maybach Motorenbau Gmb-H)においても， 1909
年の AZ形 (6L-160 x 170 mm， SV 4弁式， 145 
PS/1100 rpm. )を度切りに，一連の航空発動機
が飛行船，飛行機用に開発製造された. '13年に
はAZ形が180PS/1 200 rpmに増強され， CX型









HS形の発展形である MbNa(飛行機用)， Mb 
NaL形(飛行船用)は 6L-165 x 180 mm， OHV 




















'17-' 18年には MbNを100 だけ聞いたツイン
パンクに組んだ、 MbVl形 (2x 6 L)が開発された.
飛行機・飛行船用と表記されたりもしている






BMW (Bayerische Motoren Werke AG.)の製
品は，第l次大戦当時，ユンカース D.I形戦闘
機などに搭載されたE形 (6L-150 x 180 mm， 185 
PS/1 400 rpm. )まで.その出力はila強力形の
220 HP /1 400 rpm.止まりであったから，リパ
ティーとは比較対象外であった.
敗戦後の航空事業制限を経てE形のポア・スト
ロークを 10mm延長したW形 (250PS)が，21 
年に登場. ilaをV形12気筒に組んだV形， N
をV形12気筒に組んだVI及びVlI形といった日本





ト (SocietaAnomia FIA T [伊J)である.戦時
中の生産台数は 15000基に達し，有力なメーカー
の一つであった.もっとも，量産されたのは 1917
年に現われ， 6 L-160 x 180 mmのボア・ストロー
クを有する SOHC4弁式の A12系列.圧縮比は
4.8と低く， 300 PS/1 600 rpm (最大328/1800)， 
乾燥重量 385kgのスペックであった.多様な機
種展開もなされたらしい.ガンストンは 11916













































Royal Aircraft FactoryのF.B. Halford少佐の援
助を受けてこれを改良した結果が， '16年に登場
したこのBHP(Beardmore Halford Pullinjer)発
54 
動機である.しかし，出来は極めて悪く，その改
良形として再登場し， '17年1月より量産に入っ
たのがアームストロング・シドレー“ピューマ"
である.しかし，その性能(実用上230-240HP 
が限度)および信頼性は，またしても DH-9への
搭載を望む空軍の要求を裏切ったためリパティー
に換装されている削.
以上の概観および回転気筒空冷星型発動機に関
する従前の考証から，リパティー発動機は減速装
置付きとなっていなかった恨みこそあれ，第1次
大戦期においては，おおむね時代の先端に位置す
る航空発動機であった.そして，それは掛け値な
しに“桁外れ"の量産規模を有する，その点にお
いては唯一の400-450馬力級実用航空発動機で
あった. (つづく)
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